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	宮崎市「障がいのある人への理解」に関するアンケート（案） 
	ご記入にあたってのお願い 
	問1　あなたは、以下の障がいについて、知っていますか。（それぞれ〇はひとつだけ） 
	 
	問2　あなたは、以下の障がい者について、理解・配慮ができていると思いますか。（それぞれ〇はひとつだけ） 
	 
	問3　（問2で「1.十分理解・配慮できている」「2.まあまあ理解・配慮できている」に一つでも〇があった方へ）障がい者へ理解や配慮できているのはどうしてですか。あなたの気持ちに一番近いものを、次のうちから3つまで選んでください。 
	 
	問4　（問2で「4.あまりできていない」「5.全くできていない」に一つでも〇があった方へ）障がい者への理解や気づかいができていないと感じるのはどうしてですか。あなたの気持ちに一番近いものを、次のうちから3つまで選んでください。 
	問5　障がいや、障がいのある人への社会の理解を深めていくために、どのような取り組みが有効だと思いますか。あなたの考えに近いものを、3つまで選んでください。 
	問6　障がいのある方へは、どのような配慮が必要だと思いますか。あなたの考えに一番近いものを、いくつでも選んでください。 
	 
	問7　市が今後取り組む障がい理解啓発の方法について、ご意見があればお書きください。 



